る。 近代の 文学者 は その プラスに 身 を 投げ込む。 小説 

の 批判 性 や 思想 性 は そこから 生ずる。 II 近頃の 小説 

が 如何に 評論に 近づいて いるか、 如何に 多く 評論 的 要 

素 を 取り入れて いるか は、 周知の 通りで ある。 

また 一方、 純然たる 評論 や 論説の 形式に よる 建造が、 

可な り 頼りない ものである こと、 殊に 社会的 変動 期に 

於て 頼りない ものである こと を、 多くの 人々 は 感じて 

いる。 そして 小説 的 思考 形式、 つまり 小説 的 建造の 方 

が、 より 多く 安定で 頼りになる ように 思われて くる。 

抽象的な 思想 的な 建造に も、 建築物 的な 堅固 さが 要望 

される。 二度の 大戦の 激動に よって、 多くの 信条、 多 



底本 ： 「豊島 与 志 雄 著作 集 第六卷 (随筆 • 評論. 他)」 

未来 社 

1967 (昭和^) 年：：：： 月^日 第 ー 刷 発行 

入力 .. 

校正 ： 門 田裕志 

2 oo 6 年 4 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



